
「
改
正
介
護
保
険
法
」
が
、

利
用
者
に
と
っ
て
負
担
増
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
が
心

配
さ
れ
、
介
護
予
防
に
移
行

す
る
こ
と
で
保
険
給
付
が
抑

制
さ
れ
高
齢
者
の
日
常
生
活

が
豊
か
に
な
る
の
か
ど
う
か

が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
十
二
日
、

埼
玉
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
主
催
で
「
ど
う
な
る
改

正
介
護
保
険
法
・
安
心
の
介

護
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て

学
習
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
月
か
ら
す
で
に
食
事

代
、
部
屋
代
が
保
険
か
ら
外

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
幅

な
負
担
増
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
事
業
者
、
参
加
者
か
ら
状

況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
低
所
得
者
対
策
の
充
実
と

自
治
体
の
責
任
で
制
度
説
明

を
求
め
る
声
が
た
く
さ
ん
出

さ
れ
ま
し
た
。

○
事
業
者

要
介
護
四
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る

方
が
、
今
ま
で
月
四
九
九
一

〇
円
だ
っ
た
も
の
が
一
〇
月

か
ら
七
七
五
一
〇
円
の
負
担

増
と
な
っ
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
四
人
部
屋
で
一
日
当

た
り
約
四
〇
〇
〇
円
が
五
〇

〇
〇
円
に
。
今
ま
で
一
週
間

利
用
し
て
い
た
人
が
二
〜
三

日
に
す
る
な
ど
短
縮
す
る
人

が
で
て
い
る
。

○
ヘ
ル
パ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
週
二
回

か
ら
週
一
回
に
減
ら
す
人
が

出
て
い
る
。
介
護
度
の
悪
化

が
心
配
。
施
設
の
食
事
を
や

め
て
お
に
ぎ
り
を
持
参
し
、

隅
の
ほ
う
で
一
人
で
食
べ
て

い
る
人
が
で
た
の
で
驚
い
て

い
る
。
腰
痛
で
ヒ
ザ
を
つ
い

て
の
掃
除
が
で
き
な
い
方
や
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
固
い
も
の
が

切
れ
な
い
方
が
ヘ
ル
パ
ー
を

利
用
し
て
い
る
が
、
清
潔
な

暮
ら
し
や
調
理
の
楽
し
み
が

奪
わ
れ
て
は
困
る
。

○
利
用
者

市
か
ら
の
説
明
会
は
全
く

な
く
、
施
設
の
説
明
会
で
は

じ
め
て
値
上
げ
の
こ
と
を
知
っ

た
が
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
時
に

は
き
め
細
か
に
実
施
し
た
の

に
、
市
の
出
前
講
座
に
旺
盛

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

パ
ネ
リ
ス
ト

「
ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
に

五
〇
〇
時
間
が
要
件
と
な
っ

て
い
て
、
こ
れ
で
は
市
町
村

が
『
ヘ
ル
パ
ー
講
座
』
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
担

い
手
が
い
な
く
な
る
。
低
所

得
者
対
策
と
し
て
「
世
帯
分

離
」
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
る
市
町
村
と
そ
う
で
な
い

所
と
二
分
さ
れ
る
。
」
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
十
八
年

か
ら
老
年
者
控
除
四
十
八
万

円
の
廃
止
、
公
的
年
金
控
除

が
一
四
〇
万
円
か
ら
一
二
〇

万
円
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
が

影
響
し
て
「
住
民
税
非
課
税
」

の
第
三
段
階
か
ら
第
四
段
階

に
上
が
る
人
が
増
え
る
。
国

や
市
町
村
の
低
所
得
者
対
策

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

特
に
保
険
料
の
設
定
に
つ
い

て
は
多
段
階
に
積
極
的
に
取

り
組
む
必
用
が
あ
る
。
な
ど

国
の
低
所
得
者
対
策
を
市
町

村
が
利
用
者
一
人
一
人
に
照

会
し
活
用
を
は
か
る
よ
う
市

町
村
の
機
能
強
化
を
求
め
る

声
が
続
出
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
ご

み
の
分
別
・
資
源
化
の
取
り

組
み
で
す
す
ん
で
い
る
狭
山

市
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

狭
山
市
で
は
、
平
成
八
年

十
一
月
二
日
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
燃

や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご

み
、
粗
大
ご
み
、
び
ん
・
缶
・

乾
電
池
、
古
紙
・
古
布
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
食
品
用
ト
レ
イ
（
大
型

小
売
り
店
舗
が
店
頭
に
回
収

箱
を
設
置
）
、
剪
定
枝
等
、

生
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
狭
山
市
で
は
、

ご
み
処
理
基
本
計
画
の
中
で
、

平
成
二
十
二
年
ま
で
に
ご
み

の
資
源
化
率
を
現
在
二
十
八

％
を
三
〇
％
ま
で
引
き
上
げ

た
い
と
し
て
い
ま
す
。
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
全
市
に
拡
大
、
家

庭
ゴ
ミ
の
減
量
が
順
調
に
す

す
む
一
方
で
、
事
業
系
ご
み

の
減
量
が
す
す
ま
な
い
現
状

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
生

ご
み
の
堆
肥
化
で
は
、
鮮
度

保
持
効
果
の
あ
る
専
用
バ
ケ

ツ
に
一
週
間
ま
と
め
て
回
収

し
、
市
が
委
託
し
た
工
場
で

発
酵
・
加
工
さ
れ
「
ゆ
う
き

肥
狭
山
」
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
飯
能
市
と
し
て

は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
具
体
化
が

急
が
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

と
て
も
さ
わ
や
か

な
日
で
す
。
女
の

子
が
神
妙
な
顔
を

し
て
お
父
さ
ん
と

歩
い
て
い
ま
す
。

口
の
紅
が
と
て
も

恥
ず
か
し
そ
う
で

す
。
七
五
三
の
お

祝
い
で
す
。
思
わ
ず
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
風
雲
急

を
告
げ
る
よ
う
な
二
〇
〇
五
年

の
秋
、
こ
の
子
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
も
今
が
が
ん
ば
り
時
だ

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

▼
今
年
は
な
り
も
の
が
豊
作
で
、

石
榴
が
届
い
た
り
、
あ
け
び
を

い
た
だ
い
た
り
、
先
日
は
山
形

か
ら
柿
が
と
ど
い
た
り
と
、
秋

の
実
り
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
柿
を
送
っ

て
く
れ
た
山
形
の
親
戚
に
も
、

小
規
模
農
家
へ
の
援
助
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
ま

で
農
業
が
つ
づ
け
ら
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
話
も
き
き
ま

し
た
。
若
い
人
の
仕
事
も
な
く
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
小
泉
政
治
に
対

す
る
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

▼
秋
の
金
閣
寺
は
い
い
な
あ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
二
人
の

権
力
者
が
金
閣
寺
に
行
っ
て
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
と
叫
ん
で
い

る
姿
を
見
て
、
違
和
感
を
覚
え

た
の
は
私
一
人
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
米
軍
と
一
体
の
海
外

派
兵
体
制
づ
く
り
な
ど
秋
の
京

都
に
は
も
っ
と
も
似
つ
か
わ
し

く
な
い
の
で
す
か
ら
。
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ご
み
資
源
化
率
三
〇
％
に
！

狭
山
市
の
取
り
組
み
を
視
察

安
心
の
介
護
め
ざ
し
て
・
・
・

県
社
保
協
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

視察する党飯能市議団

みんなで
聞いて語ろう

憲法～私の思い

11月27日（日）午後３時～
飯能市・富士見公民館

パネラー

菅間 徹さん

野崎道子さん

杉田 実さん

主催：日高・

飯能民主文庫



笠縫 双柳南部 岩沢北部 岩沢南部 合計
建物総戸数 1,380戸 1,000戸 996戸 1,023戸 4,349戸
移転戸数 851戸 679戸 889戸 810戸 3,229戸
移転済戸数 592戸 63戸 49戸 67戸 771戸
移転割合 69% 9% 5% 8% 23%
仮換地指定率 93.40% 56% 14.60% 9.30% 49.08%

各土地区画整理地区建物移転情況（17年度分含む）

飯
能
市
の
区
画
整
理
事
業

は
、
県
内
で
も
類
を
見
な
い

規
模
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

双
柳
南
部
や
岩
沢
南
・
北
の

区
画
整
理
は
遅
々
と
し
て
進

ま
ず
、
住
民
か
ら
多
く
の
不

満
や
不
安
が
出
て
い
ま
す
。

滝
沢
修
議
員
も
地
内
の
住
民

の
立
場
か
ら
毎
回
議
会
で
取

り
上
げ
質
問
を
し
て
い
ま
す

が
、
市
も
現
状
の
進
捗
状
況

か
ら
何
ら
か
の
進
展
を
は
か

り
た
い
と
し
て
、
阿
須
小
久

保
線
の
整
備
や
下
水
道
の
当

面
の
整
備
に
つ
い
て
方
針
を

打
ち
出
し
、
こ
の
間
行
わ
れ

た
各
地
区
の
区
画
整
理
審
議

会
で
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

阿
須
小
久
保
線

今
後
の
方
針

阿
須
小
久
保
線
は
延
長
四
〇

八
〇
ｍ
の
内
、
区
画
整
理
地

内
は
双
柳
南
部
か
ら
岩
沢
南

部
ま
で
一
六
八
二
ｍ
が
該
当

に
な
り
ま
す
が
、
双
柳
南
部

地
区
は
三
六
％
の
用
地
確
保

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
岩
沢

地
内
は
全
く
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
特
に
岩
沢
南
部
地
区
は
、

用
地
確
保
も
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
し
、
現
在
の
阿
岩
橋
を
架

け
替
え
な
け
れ
ば
、
阿
須
小

久
保
線
と
の
整
合
性
が
無
く

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
整
備
方
針
で
は
、

岩
沢
南
部
地
区
で
阿
須
小
久

保
線
の
用
地
確
保
の
た
め
に
、

農
地
の
借
り
上
げ
や
建
物
が

立
っ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て

は
優
先
的
に
換
地
先
の
整
備

を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
換
地
先
の
整
備
が
長
期

に
亘
る
場
合
は
、
一
度
別
の

場
所
に
移
転
を
行
う
仮
移
転

等
の
手
法
も
取
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
阿
岩
橋
に
つ
い
て

は
合
併
特
例
債
を
利
用
し
て

架
け
替
え
の
検
討
が
さ
れ
ま

す
。下

水
道
整
備
に
つ
い
て

ま
た
多
く
の
住
民
が
困
っ
て

い
る
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

区
画
道
路
と
現
道
が
重
複
し

事
業
に
支
障
が
な
く
流
末
が

確
保
で
き
る
場
所
は
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
現
道
と
重
複
し
な
い

道
路
に
つ
い
て
は
当
面
整
備

は
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
現
在
の
進
捗
で
は
住

民
の
望
む
下
水
道
普
及
が
進

ま
な
い
事
に
な
り
多
く
の
課

題
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た

行
止
ま
り
道
路
や
幅
員
な
ど

の
検
討
も
行
い
換
地
設
計
も

見
直
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
は
公
共
施
設
一
五

九
施
設
の
う
ち
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
含
有
が
疑
わ
れ
た
二
五

施
設
に
つ
い
て
、
調
査
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
十
一
月

八
日
に
そ
の
結
果
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
二
五
施
設

か
ら
は
七
十
ヶ
所
の
試
料
を

採
取
し
分
析
を
行
い
、
そ
の

う
ち
七
施
設
十
四
ヶ
所
か
ら

は
、
基
準
（
吹
き
付
け
材
中

の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
量
が
１

％
）
を
超
え
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
市
は
当
面
利

用
者
の
健
康
を
最
優
先
に
対

応
を
行
う
施
設
と
し
て
、
飯

能
第
一
小
学
校
の
給
食
調
理

室
天
井
に
つ
い
て
は
、
飛
散

防
止
の
緊
急
措
置
と
し
て
囲

い
込
み
工
事
を
行
い
、
冬
休

み
に
除
去
工
事
を
行
う
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
富

士
見
団
地
三
号
戸
棟
は
年
内

中
に
ボ
ー
ド
や
シ
ー
ト
に
よ

り
飛
散
防
止
工
事
を
実
施
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今

回
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ

た
平
松
団
地
汚
水
処
理
場
機

械
室
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
小

岩
井
浄
水
場
、
小
岩
井
取
水

場
の
施
設
に
つ
い
て
は
使
用

状
況
、
含
有
率
、
劣
化
情
況

な
ど
に
よ
り
計
画
的
に
除
去

工
事
を
行
い
ま
す
。
日
本
の

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
諸
外
国

に
比
べ
大
き
く
立
ち
遅
れ
て

い
ま
す
。
財
政
支
援
も
含
め

た
対
策
が
必
要
で
す
。

今
回
の
調
査
対
象
は
、
市
役
所
本
庁

舎
、
第
二
庁
舎
、
名
栗
庁
舎
、
飯
能

第
一
小
学
校
、
飯
能
第
二
小
学
校
、

加
治
小
学
校
、
西
川
小
学
校
、
原
市

場
小
学
校
、
加
治
東
小
学
校
、
双
柳

小
学
校
、
東
吾
野
小
学
校
、
美
杉
台

小
学
校
、
南
高
麗
小
学
校
、
南
高
麗

中
学
校
、
原
市
場
中
学
校
、
吾
野
中

学
校
、
中
央
公
民
館
、
富
士
見
団
地
、

平
松
団
地
、
市
民
会
館
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
、
小
岩
井
浄
水
場
、
小

岩
井
取
水
場
の
二
五
施
設
で
す
。
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阿
須
小
久
保
線
、
下
水
道
整
備
方
針
に
つ
い
て
見
直
し

土
地
区
画
整
理
審
議
会
で
報
告

飯
能
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
演
芸
大
会
が
十
一
日
、

飯
能
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
央
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
の
間
野
清
一
氏
は
、

「
今
年
で
二
十
六
回
を
数
え

る
こ
の
大
会
で
す
が
、
年
々

会
員
数
が
減
り
、
今
年
は
二

丁
目
健
寿
会
が
抜
け
、
五
百

四
十
七
名
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
、
合
唱
、
民
謡
、

舞
踊
、
詩
吟
、
な
ど
十
一
団

体
と
個
人
が
五
十
八
の
演
目

を
昼
休
み
も
な
く

披
露
し
ま
し
た
。

中
山
演
芸
部
の

皆
さ
ん
は
、
あ
か

ね
雲
、
、
故
郷
を

合
唱
。
故
郷
の
作

詞
家
の
思
い
を
語

り
手
作
り
の
赤
と

ん
ぼ
を
飛
ば
し
て

の
演
出
に
会
場
は

盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。

老
い
て
益
々
元
気
！

演
芸
大
会

日本共産党
後援会総会・忘年会

多くのみなさんのご参加をお待ちして

います。

飯能東後援会
１１月２６日（土）午後６時３０分～

青木第一自治会館

飯能西後援会
１２月３日（土）午後１時３０分～

本郷自治会館

飯能南後援会
１２月３日（土）午後６時～

川寺自治会館

飯能中央後援会
１２月３日（土）午後６時３０分～

宮本会館

原市場後援会
１２月１１日（日）午後６時～

三益屋（原市場コミセンとなり）

両吾野後援会
１２月１８日 正午

長沢文化会館（借宿神社境内）

一
小
給
食
調
理
室

富
士
見
団
地
３
号
棟

緊
急
工
事
を
実
施

アスベスト




